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A まず、チーム学校として「自校の課題を掘り起こし、

全教職員が共有」しましょう。（右欄に参考例）
時間だけが減るというだけでなく、
その業務を見直すことで得られる効果を考察

「誰のための働き方改革なのか」に注視し、
学校の意識改革を図る施策を！

可視化
デジタル
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連携と活用

Q 働き方改革又は業務改善に関して、時間外勤務

の縮減に向けた｢業務改善方針や計画等の策定｣を
どのように進めればよいですか。

１ ２ ３

何か一つをやれば解決するという特効薬があるわけではないため、
小さな取組を積み重ねることが必要。
各学校において、今年度の業務を見直し、令和４年度の総括を！

学校における働き方改革には・・・ 課題を見つけるコミュニケーションの場

メソッド 対象
（人数）

メリット

グループウェア
回覧板機能

少人数
～全員

・意見を出しやすい
・隙間時間でできる

●ちょっとした意見を集めるのに
非常に便利！

●「既読」のチェック機能もあるので
伝わったかどうかがわかる！

●若手や意見が言いづらい人も
簡単に書き込める！（声を拾う）

～働き方改革の例～
・学校でノー残業デイを決め、各自が回覧板に「○時帰宅」と入力！
・校務の効率化についてアイデア募集！いいアイデアにはコメントも！

徳島型
メンター制度

少人数
～適宜

・問題のテーマ設定がしやすく
いつでも安心して相談でき、
フラットな立場で、無理なく相談可

●学校の実態により柔軟性をもたせることが大切です。
・年齢による選定の例：２０歳代（ﾒﾝﾃｨ）、３０歳代（ﾒﾝﾀｰ）
・経験年数による選定の例：経験年数５年以下（ﾒﾝﾃｨ）、６～１０年（ﾒﾝﾀｰ）

コロナ禍で減った
先生同士の

コミュニティの復権！

回覧板機能やメンター制度を活用し、課題を掘り起こそう！

何が課題で その背景は？
どうやって

取り組むか

色々な声
を拾って
ください



徳島型メンター制度の活用

「チーム鳴門東」 教職員間で学び合い、支え合う環境づくり

【導入への背景】
○20～30代の若手教員が８割以上で、人材育成が喫緊の
課題であった。

○意欲的な教員が多く、互いに学び合い高め合いたいという雰
囲気があった。

○若手教員の育成が学校力を高めるという思いが、管理職や
研修主任にあった。

鳴門市鳴門東小学校

経験年数の少ない教員が多いことから
管理職や研修主任が相談役となり、一
緒に進めるスタンスを取った。

日時 研修内容・担当の先生 場所

10月1日（金）
15:40～16:00

「お話の絵の指導」について（担当：A先生） 多目的室

11月22日（月）
15:40～16:00

「自分の考えや思いを伝え合える学級づくり・
授業づくり」について（担当：教頭先生）

多目的室

12月7日（火）
15:40～16:00

「音読指導の基本」について（担当：B先生） 多目的室

1月14日（金）
15:40～16:00

「教室環境」について（担当：C先生） 多目的室

2月4日（金）
15:40～16:00

「生徒指導」について（担当：校長先生） 多目的室

【メンター研修（わかめ）の計画】（一部抜粋）
・教職員の自主性を尊重
・無理のない計画
・研修の開始時刻の厳守
・時間は20分間
・若手教員のニーズに沿った内容

などに配慮

「お話の絵の指導」
用具や材料の紹介



徳島型メンター制度の活用

先生方からのご意見

【メンターから】
○これまでの授業実践を紹介したり、授業で心がけていたことを
共有したりしたことで、自分自身、新しい考えをもてたり、指導
法について改めて考えたりすることができた。

【メンティから】
○子どもの実態から、「聞き方・話し方の心得～五か条～」を作
成し、先生方の共通理解のもと、指導に生かすことができた。

○「絵の指導」について、絵画指導の基本や心構えが学べた。

○本当に学びたいことを「気軽に」「本音で」聞き合える。
○教職員個々の得意技を他の先生方のために活かそうと
する教職員が増えた。

○職員室の風通しが良くなり、何事でも報告・連絡・相談
ができるので、困りごとの共有や、それぞれの先生方の仕
事量軽減、様々な問題を未然に予防できることにつな
がっている。

○教職員間に学び合い、支え合う環境が構築され、校内
研修でも活発な意見交換や授業実践力の高まりが感じ
られた。

「聞き方・話し方の心得～五か条～」
すべての教室に掲示し、全校で一斉に
取り組んでいる。心得には、先生方の
願いが込められている。

職場の雰囲気が良くなり、誰もが子どもの
ために「何ができるか」「何をすべきか」
を考えるようになった。「働きがいのあ
る」「働きやすい」職場の土台づくりが、
働き方改革につながっている。


